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１．活動が必要とされた状況 

近年、子どもたちに生きる力の醸成が強く叫ばれています。子どもばかりでなく大人に

も求められています。私どもは、子どもの生きる力は自然体験による教育によって育むこ

とができると考え、40年間幼児や小学生、その父母に向けて活動を実践してきました。 

自然の中での遊びは常に考えたり判断したり工夫したり協力したり話し合ったりするこ

とが求められます。また身の安全を図る力も養われます。自然の美しさや厳しさを肌で感

じ、人として大切な情操を育み自然の営みを知ることで、自然を守る心が育まれます。 

 

２．活動の内容（実施時期、参加人数、活動内容など） 

４月７日 １５人 林の探検と生き物探し 

４月２１日 １４人 夏野菜の植え付けと飯盒炊爨 

５月１９日 １１人 生き物探し（講師） 

６月２日 １０人 林の保全作業と飯盒炊爨 

６月２３日 １５人 カヌー体験と水生昆虫探し１ 

６月３０日 １７人 野菜の収穫と飯盒炊爨 

７月７日 １３人 カヌー体験と水生昆虫探し２ 

８月１８日 １０人 自然物を使ったクラフトと生き物探し 

９月２９日 ０人 雨天につき中止（間伐体験と生き物探しの予定）（講師） 

１０月２０日 １７人 ロープを使った遊び場づくりと生き物探し（講師） 

１１月３日 ３人 虫図鑑配布と生き物探し（講師） 

 

３．活動の成果 

活動を重ねるごとに、子供達自ら考えて行動するようになり、主体性が身についた。ま

た、活動の中で失敗と成功を繰り返し、諦めずに頑張ろうとする粘り強さも身についた。 

生物の専門家を講師に招き、林に生息する昆虫を採取、観察し、生態についての解説を

していただいた。子供達が見つけた虫たちは、こども虫図鑑として冊子を制作した。昆虫

を通して自然環境を学び、自然を守ろうという気持ちが育まれた。 

  

４．今後に残された課題 

 今年の夏はとても暑く、活動中の子供の体調面が心配であった。安全に活動できるよう、

熱中症対策も考慮して活動を行いたい。 
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